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MHAM USインカムオープン毎月決算コース（為替ヘッジなし）
追加型投信／海外／債券

ファンドの主な投資リスク、ファンドの費用、当資料のお取扱いについてのご注意は、該当ページをご覧ください。

分類：債券型 米ドル
評価期間：5年

分類：債券型 米ドル
評価期間：3年、5年

分類：債券型 米ドル
評価期間：3年

トムソン・ロイター
リッパー・ファンド・アワード・ジャパン
最優秀ファンド

トムソン・ロイター
リッパー・ファンド・アワード・ジャパン
最優秀ファンド

トムソン・ロイター
リッパー・ファンド・アワード・ジャパン
最優秀ファンド

トムソン・ロイター
リッパー・ファンド・アワード・ジャパン
最優秀ファンド

分類：債券型 米ドル
評価期間：5年、10年

分類：債券型 米ドル
評価期間：10年

リッパー・ファンド・アワード・フロム・
リフィニティブ2019ジャパン
最優秀ファンド

※2019年以降は評価機関の「トムソン・ロイター」から「リフィニティブ」への社名変更に伴い、ファンド・アワードの名称変更がありました。

分類：債券型 米ドル
評価期間：3年

リフィニティブ・リッパー・ファンド・ア
ワード 2020 ジャパン
最優秀ファンド

受賞のお知らせとファンドの運⽤状況

“リフィニティブ・リッパー・

ファンド・アワード 2020ジャパン”

最優秀ファンド賞受賞
分類：債券型 米ドル、評価期間：3年

「リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワード 2020ジャパン」にて受賞

当ファンドは「リフィニティブ・リッパー・ファン
ド・アワード 2020ジャパン」の投資信託部門におけ
る債券型米ドル分類、評価期間3年において最優秀
ファンド賞を受賞し、2015年から6年連続の受賞とな
りました。
当賞は、日本において販売登録されている国内およ

び外国籍ファンドを対象に、リッパー社によって分類
された各部門において、該当期間のパフォーマンスが
最も良いファンドに授与されます。

6年連続
受賞
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分配金再投資基準価額
基準価額

当ファンドの分配金再投資基準価額は、設定来2倍以上となるなど中長期的に良好なパフォーマンスと
なっています。

株式関連債は上昇しました。
過去1年間の推移をみると、2月半ばにかけて

は米株価上昇に連動し堅調に推移しましたが、そ
の後新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に伴
う世界景気の下押し懸念などから、上昇幅を縮小
しました。
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※上記は過去の情報および運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

足もとの市場の状況
２月半ばまでは、米国経済は低インフレ下での安定成長が見込まれるなか、クレジット市場にとって好

ましい環境が継続していました。しかしその後、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に米国も巻き込
まれるなか、金融市場はリスク回避姿勢を強めました。FRB（米連邦準備制度理事会）による緊急利下げも
一時的には効果をみせましたが、その後、サウジアラビアとロシアによる協調減産の交渉が決裂したこと
をきっかけに原油価格が急落したことを受け、金融市場における先行き不透明感は高まりをみせています。

※期間：2019年2月末～2020年2月末（月次）
※ハイイールド債、株式関連債、高格付け債は2019年2月末を100として指数化
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

＜米国各債券指数と政策金利の推移＞
【各債券市場の状況】（2019年2月末～2020年2月末）

高格付け債は上昇しました。
2019年に3回にわたるFRBによる政策金利の引

き下げや米中貿易摩擦に対する警戒感に加え、
2020年に入り、新型コロナウイルスの影響に対
する懸念などから、米国債利回りが低下（価格は
上昇）したことが、主な上昇要因となりました。

米国高格付け債

米国株式関連債

※当ページの使用指数についてはp.7をご覧ください。使用指数は当ファンドの投資対象またベンチマークのいずれでもありません。
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※期間：2001年11月30日（設定日前営業日）～2020年2月28日（日次）、期間別騰落率は基準日から遡っています。
※基準価額は１万口当たり、信託報酬控除後の価額です。換金時の費用・税金などは考慮していません。
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を当ファンドに再投資したとみなして計算した理論上のものであり、実際の基準価額とは異なります。
※上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。

運用実績

期間別騰落率

1ヵ月 1年 5年 設定来
0.7% 11.3% 17.4% 147.6%

※基準日：2020年2月28日
※分配金再投資基準価額ベース
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新型コロナウイルスに対する効果的な治療法の開発や、さらなる感染拡大に歯止めが掛かるとともに、
世界経済への影響が市場に十分織り込まれるまでは、ボラティリティが高まる環境が継続するものと予想
しています。行き過ぎた原油価格の下落は、エネルギー関連の企業にマイナスの影響を与えることは明白
ですが、一方でコスト削減などにより恩恵を受けるセクターもあることは見逃せません。
今後も新型コロナウイルスによる経済への影響が明らかになった時点で、必要に応じた追加的な政策が

発表される可能性は高いと考えていますが、当面は市場の変動が続くと思われます。こうした状況下、短
期的な価格変動を後追いするのではなく、中期的な視点でポートフォリオを構築することが重要であると
考えます。
ポートフォリオの配分については、現状は高格付け債の比率が最も高く、ハイイールド債の比率はファ

ンド設定以来最も低い水準にあります。足もとハイイールド債や株式関連債の価格が下落していますが、
新型コロナウイルスの終息が確認できる以前に、割安感のみに基づきそれらの比率を高めることはリスク
が伴うと考えます。当面は、業種、格付けなどを含めた個別銘柄毎の分析により、業績の裏付けのある銘
柄への投資を継続し、ポートフォリオを構築してまいります。

今後の見通し

ファンドのポートフォリオについて（2019年2月末～2020年2月末）

当ファンドは、高い利息収入を確保しながら、
様々な景気・金利局面に応じて、3つの債券セク
ター（高格付け債・株式関連債・ハイイールド
債）の相対価値を判断し、中期的に最適と思われ
る配分にシフトする戦略を採用しています。
当該期間は、ハイイールド債のうちBB格セク

ターについて、既にバリュエーションが相応に高
い銘柄が多く、相対的に投資妙味が低いと判断し、
配分比率を引き下げました。その一方、高格付け
債の配分比率を引き上げました。株式関連債につ
いては、株式市場の上昇に連動した価格上昇が期
待できる転換社債銘柄を中心に組み入れを継続し
ました。
上記戦略により、パフォーマンスにプラス寄与

しました。

※期間：2019年2月28日～2020年2月28日（日次）
出所：ブルームバーグのデータをもとにアセットマネジメントOne作成

米国ハイイールド債

ハイイールド債は上昇しました。
相対的に高く安定したクーポン収入などから、

堅調に推移しました。格付け別リターンでは、
BB格が市場平均を上回った一方、CCC格は市場
平均を下回りました。B格については、おおむね
市場平均並みとなりました。業種別リターンは、
銀行、保険などが市場平均を上回った一方、原油
価格の下落の影響からエネルギーが市場平均を大
きく下回りました。

＜原油価格の推移＞

＜配分比率の推移＞

※期間：2019年2月末～2020年2月末（月次）
※配分比率は当ファンドの純資産総額に対する比率を表示

高格付け債

株式関連債

ハイイールド債

その他（現金等）

※上記は過去の情報、運用実績や過去の時点における見解であり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
また、上記の見解は作成時点のものであり、予告なく変更する場合があります。
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① 預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会社を通して購

入していない場合には投資者保護基金の対象にもなりません。

② 購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもありません。

③ 投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありますが、これによる損失は購入者が負担することとなります。

○ 当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用資料です。

○ お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

○ 投資信託は、主に国内外の株式、公社債および不動産投資信託などの値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替リスクもあります）に投資を

しますので、市場環境、組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額は変動します。このため、投資者の皆さまの投資元本は

保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損益は全て投資者の

皆さまに帰属します。また、投資信託は預貯金とは異なります。

○ 当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、正確性について、同社

が保証するものではありません。また掲載データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するものではありません。

○ 当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変更される場合があります。

投資信託ご購入の注意

　投資信託は、

当資料のお取扱いについてのご注意

◆ファンドの関係法人 ◆

＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社

[ファンドの運用の指図を行う者]
金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号

加入協会：一般社団法人投資信託協会

一般社団法人日本投資顧問業協会
＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社

[ファンドの財産の保管および管理を行う者]

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください

◆委託会社の照会先 ◆

アセットマネジメントOne株式会社

コールセンター 0120-104-694
(受付時間：営業日の午前9時～午後5時）

ホームページ URL http：//www.am-one.co.jp/
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当資料における使用指数について
■米国ハイイールド債：ICE BofAML・US・ハイイールド・インデックス
■米国株式関連債：ICE BofAML・US・コンバーティブル・インデックス
■米国高格付け債：ICE BofAML・US・コーポレート&ガバメント・インデックス

指数の著作権等について
■ICE Data Indices, LLC（「ICE Data」）、その関係会社及びそれらの第三者サプライヤーは、明示又は黙示のいずれかを問わず、インデック
ス、インデックス・データ、及びそれらに含まれ、関連し、又は派生する一切のデータを含めて、商品性又は特定の目的若しくは使用への適合性
の保証を含む一切の表明及び保証を否認します。ICE Data、その関係会社又はそれらの第三者サプライヤーは、インデックス、インデックス・
データ若しくはそれらの構成要素の適切性、正確性、適時性又は完全性について、なんら損害賠償又は責任を負わず、インデックス、インデック
ス・データ及びそれらの全ての構成要素は、現状有姿において提供されるものであり、自らの責任において使用いただくものです。ICE Data、そ
の関係会社及びそれらの第三者サプライヤーは、アセットマネジメントOne（株）又はその製品若しくはサービスを後援、推薦又は推奨するもの
ではありません。

「リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワード」について
リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォーマンスが一貫
して優れているファンドと運用会社を表彰いたします。
選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中の「コンシスタント・リターン（収益一貫
性）」を用い、評価期間3年、5年、10年でリスク調整後のパフォーマンスを測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リ
ターンが最も高いファンドにリフィニティブ・リッパー・ファンド・アワードが贈られます。詳しい情報は、ipperalpha.refinitiv.com/lipper/を
ご覧ください。Refinitiv Lipperは、本資料に含まれるデータの正確性・信頼性を確保するよう合理的な努力をしていますが、それらの正確性につ
いては保証しません。

「リフィニティブ・リッパー・ファンド・アワード 2020ジャパン」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドのうち、
2019年末時点で36ヵ月以上の運用実績、ならびに2020年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします。
「リッパー・ファンド・アワード・フロム・リフィニティブ 2019 ジャパン」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドの
うち、2018年末時点で36ヵ月以上の運用実績、ならびに2019年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします。
「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2018」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドのうち、
2017年末時点で36カ月以上の運用実績、ならびに2018年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします。
「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2017」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドのうち、
2016年末時点で36カ月以上の運用実績、ならびに2017年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします。
「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2016」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドのうち、
2015年末時点で36カ月以上の運用実績、ならびに2016年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします。
「トムソン・ロイター リッパー・ファンド・アワード・ジャパン 2015」の評価対象ファンドは、日本国内で販売登録されているファンドのうち、
2014年末時点で36カ月以上の運用実績、ならびに2015年4月1日以降に償還を迎えるファンドとします

※当該評価は過去の一定期間における実績を分析したものであり、将来の運用成果等を示唆・保証するものではありません。
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